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【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

達成率指標 種類 単位 基準年 基準値

令和8年度　総務部長マニフェスト
総務部長 久松　希美子

2 地域防災力の強化
達成

状況

目標値 実績値

R７年度 80.1 100 0%
津波避難訓練参加者数 アウトカム 人 R７年度 1678 2000 0%
自主防災組織　組織率 アウトカム ％

2355 3000 0%
消防団協力事業所数 アウトカム 社 R７年度 12 14

安心・安全メール登録者数 アウトカム 人 R７年度
0%

1 　働きやすい職場環境づくりの推進
達成

状況

指標 種類 単位 基準年 基準値
0%

目標値 実績値 達成率
有給休暇の取得日数5日未満者 アウトカム 人 R７年 36 0
男性の育休取得率 アウトカム ％ R7年度 62.5 85 0%

達成

状況

0%
3 財政の健全化

超過勤務時間の縮減 アウトカム 時間 R6年度 25506 20404

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率
市税収納率（Ｒ７年度） アウトカム % R６年度 98.3 98.5

0%財政状況についての情報発信 アウトプット 回 R７年度 10 10

0%
財政調整基金・市債管理基金当初予算取崩額 アウトカム 億円 R７年度 6.2 0.5 0%

 働き方改革の一環として有給休暇の有効活用が推奨さら
れており、意欲をもって業務に精励できるよう、庁議や部課
長会議等で有給休暇5日以上の取得について呼びかけを
行います。

 男性の育児休暇取得は、少子化対策やワークライフバラン
スの実現につながると考えられることから育児休暇取得に向
け、対象職員や所属長への働きかけを行います。また、育児
休暇のほか各種特別休暇等の制度や支援金制度等の周
知に努め男性の育児参加を促します。

 多様な働き方の実現と超過勤務の縮減などの観点から窓
口等開庁時間の短縮について検討を進め、年内に試行し、
その成果と課題の整理を行います。

 地球温暖化による夏季の気温上昇への対応、職員の健康
管理等のため、CO2排出量削減の意識を持ちながら、空
調設備の適切な活用に努め、働きやすい環境整備に努め
ます。

 人口減少社会を見据えた組織の在り方と、職員定数につ
いての検討を進めます。

総務部は、行政組織・職員に関すること、条例・規則・規程等に関すること、財政運営に関すること、市有財産の維持管理に関

すること、税に関すること、消防団や防災に関すること等を主な業務としています。

現在、当市のみならず全国的に少子・高齢化、人口減少が進んでいるほか,物価高騰等に伴い物件費や人件費等の負担が急

激に膨らんでおり、当市の財政を維持・継続するためには、一層厳しい行財政運営が求められます。

久慈市総合計画に掲げる事務事業の確実な進捗を図っていくには、職員が持てる力を結集し、創意工夫し取り組んでいく必要

があります。

複雑多岐にわたる業務に対応するため、職員一人ひとりが意欲をもって取り組めるよう、職場環境の整備をはじめ、研修機会の

確保、各種制度の活用によるワークライフバランスの確保により心身の健康を保ち、やりがいをもって職務に精励できる環境づくりに

努めます。

また、近年多発化・激甚化している自然災害や、令和４年３月に県が公表した最大クラスの地震津波に備えるため、自助・共

助・公助についての意識啓発を行うなど防災対策を進めます。

さらに、年々厳しさを増す市の財政状況について、市民等に正しく理解いただくため情報発信に努めるとともに、持続可能な財政

運営に努めます。

 近年、多発化・激甚化してきている自然災害から市民の命
を守るため、自助・共助・公助の取組を強化し、地域の防
災力を高めていく必要があります。

①自助
市民一人ひとりの防災に対する意識の向上を図るため、
適時適切な情報発信に努めるとともに、避難訓練や防災
研修会などを行います。

②共助
共助の要である消防団員の確保は喫緊の課題となってい
る。消防団活動についての広報や機能別消防団の在り
方検討を進め、団員確保に努めるほか、消防団協力事業
所を増やし、団員が活動しやすい環境整備に努めます。
また、自主防災組織の結成・活動の促進に努めるほか、
防災士のスキルアップ講座などを開催し、横のつながりや
地域との連携を進めます。

③公助
災害に備え、市民への意識啓発、非常用食料等の備蓄、
避難所の環境整備などに取り組みます。

 市政運営に必要な財源の確保と人口減少等を見据え
た持続可能な財政運営を行っていく必要があります。

①歳入確保
納入者の立場に立った多様な収納方法について周知を

図るとともに、預貯金等照会サービスなどを活用し市税の収
納率向上に努めます。
市有財産の利用状況を確認し、貸付・売却等財産の有
効活用を進めます。
②歳出削減
財政健全化のためには経常経費の抑制が必須であり全

庁的な意識統一を図るとともに、公債費抑制のため、歳入
に見合った歳出予算とし、起債残高を減少させ、プライマリ―
バランスの黒字化を堅持します。
③財政状況の周知
市の財政状況について、市民等の理解を得るため、広

報等を活用し情報発信に努めます。
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【基本方針】

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

4 10 0%0% 業務改善の提案数 アウトカム 件 R7年度
45 50 0%アウトプット 件 R7年度

総合戦略の進捗率(2月末時点) アウトカム ％ R7年度 88 90
0% 事業の見直しによる財源確保

電子申請手続数

0%
総合計画の進捗率(2月末時点) アウトカム ％ R7年度 75 85

0% 行財政改革協議事項の課題解決数 アウトカム 件 R7年度
4.1 2.5 0%アウトカム 億円 R7年度

基準値 目標値 実績値 達成率
市民満足度アンケートの平均満足度 アウトカム ポイント R7年度 2.918 3.000

実績値 達成率 指標 種類 単位 基準年指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値
— 2

1　総合計画、総合戦略の推進
達成

状況
2　行財政改革の推進

達成

状況

令和８年度　総合政策部長マニフェスト
総合政策部長 北山　卓矢

 総合計画の施策と141指標、総合戦略の６つの基本
目標と47のKPIを基に進捗状況を把握し、総合計画及
び総合戦略に掲げる目標達成に向けて取り組みます。

①市民満足度アンケートの実施
▶市民満足度・重要度を勘案した事業設計を目指す
▶アンケート分析の深化
▶各課実施のアンケートの集約化

②総合計画・総合戦略の進行管理（KPIの進捗率は
2月末時点の進捗状況で集計）
▶実施計画のローリング、行政評価等での進捗率の
把握、目標達成への意識醸成

▶第３次総合計画基本構想及び前期基本計画の
策定

▶人口ビジョン及び第３期総合戦略の進捗管理

③人口減少対策の推進
▶総合戦略に基づく施策の企画・立案・調整
（企業版ふるさと納税等を活用）

▶人口減少対策を協議する学生・企業との勉強会

の開催

④広聴広報活動の充実
▶市の主要な施策の周知を図るとともに、市民から
の提言や要望などを行政運営に反映

総合政策部は、市の横断的な政策に係る企画立案・総合調整をはじめ、人口減少対策・行財政改革・自

治体ＤＸの推進、地域づくり活動の支援、公共交通の確保、市政情報の発信等を主な業務としています。

まちづくりの基本理念である「子どもたちに誇れる 笑顔日本一のまち 久慈」の実現に向けて、総合計画の適正

な進行管理を行うとともに、そのリーディングプロジェクトとして策定した総合戦略を推進することで少子化、人

口減少の抑制に努め、将来にわたって子どもたちの笑顔が絶えないまちづくりに取り組みます。

 限られた財源を効率よく活用し、持続可能な行政運営を
行うため、既存の事業の徹底した見直しを行うとともに財
源確保を図ります。

①事業見直しの推進
▶市政の重要課題である行財政改革協議事項の解決
▶事業スクラップの継続、意識醸成の推進
▶公共施設等総合管理計画、個別施設計画の実効性
を確保

▶業務改善の横展開強化

②自治体DXの推進
▶自治体DX推進による行政サービスの向上
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●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

0%北三陸久慈市ふるさと大使登録者数 アウトカム 人 R7年度 460 500
0%

0%
移住者数 アウトカム 人 R7年度 58 60

0% Googleマップでバス経路・時間を検索できることの認知状況割合 アウトカム ％ R7年度SNSによる市政の情報発信件数 アウトプット 件 R7年度 540 560
0% 公共交通利用促進事業の参加人数

36.0 40.0

0%
地域コミュニティ振興事業等の件数 アウトカム 件 R7年度 19 20

0% 公共交通利用促進事業の実施件数 アウトプット 回 R7年度
1119 1200 0%アウトカム 人 R7年度

基準値 目標値 実績値 達成率
地域づくりワークショップ等の開催 アウトプット 件 R7年度 93 95

実績値 達成率 指標 種類 単位 基準年指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値
28 32

3　地域力の向上、情報発信、移住定住の促進
達成

状況
4　公共交通の維持・利用推進

達成

状況

 地域住民の生活の足である路線バス及び鉄道を維持・

存続させるため利用促進運動に取り組みます。

①公共交通機関の維持・存続

▶公共交通ネットワーク維持・確保の取り組みを推進

▶市民バス路線の見直し検討の実施

②分かりやすい・利用しやすい利用促進の展開

▶ホームページやSNSを活用した情報発信

▶高齢者の乗り方支援の展開

③マイレール・マイバス意識醸成のための活動継続

▶岩手県三陸鉄道強化促進協議会、JR八戸線利用

促進協議会及び路線バスの利用促進活動継続

 各市民センターを拠点に、市民参加による地域づくり 活
動を推進し、市政及びイベント等の情報発信に努 め、交
流人口拡大及び移住・定住を促進します。

①協働のまちづくりを推進
▶地域が策定するアクションプランの策定を支援する
ワークショップ開催

▶市民センターによる「自主防災組織」結成を支援
▶地域コミュニティーの維持・充実のための活動支援

②積極的な市政の情報発信
▶HPやSNSを活用した市政情報やイベント情報に触
れる機会を増やす

③移住・定住の促進
▶久慈市の魅力発信と移住相談対応の充実
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【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

●取組内容 ●取組結果

達成

状況

指標 種類 単位 基準年 基準値

令和８年度　生活福祉部長マニフェスト
生活福祉部長 夕向　司

2　各種相談支援体制の充実

目標値 実績値 達成率
消費生活等にかかる出前講座等の開催 アウトカム 人 R７年度 291 305 0%
連携強化に向けた勉強会等の開催 アウトカム 人 R７年度 22 23 0%

1 高齢者、障がい者等社会的弱者への支援の充実
達成

状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率
避難行動要支援者台帳登録率 アウトカム ％ R７年度 75.1 78 0%

達成率種類 単位 基準年

3　子育て環境の充実
達成

状況個別避難計画策定率 アウトカム ％ R７年度 22.9 40 0%

0% 赤ちゃん訪問実施率

障がい理解に向けたイベント等への参加者 アウトカム 人/回 R７年度 107 110 0%

％ R７年度
基準値 目標値 実績値
100.0 100.0重度要介護認定率 アウトカム ％ R７年度 6.93 6.30

0% 指標いきいき百歳体操実践者 アウトカム 人 R７年度 864 910
0%

地域子育て支援拠点施設の年間平均利用回数 アウトカム 回 R７年度 3.4 4.0 0%
産後ケア事業(デイサービス型)利用延べ人数 アウトカム 人 R７年度 94 95 0%

アウトプット

 災害時に自力避難が困難な住民の不安を解消するため
広報紙等を活用し「避難行動要支援者支援事業」の周
知に努めるとともに、民生委員等関係機関と連携し、要支
援者の名簿登録率の向上に努めます。

 要支援者の円滑な避難に資するための個別避難計画につ
いて、介護支援事業所等と連携し策定支援に努めます。

 障がいのある人もない人も、共に理解し、尊重しあい支えあ
えるインクルーシヴな社会を構築するため、障がい理解に資
するイベント等を開催します。

 高齢者が住み慣れた地域で、健康でいきいきと暮らし続け

られるよう、地域のふれあいサロンやいきいき百歳体操といっ

た通いの場での活動を支援し、相互に見守り、支え合いが

できる地域づくりに努めます。また、様々なイベントや各種講

座などを通じ、孤立化防止、フレイル予防などの取り組みを

進め、重度要介護認定率の減少に努めます。

「いつまでも住み続けたいと思うまちづくり」「共に支え、元気と安らぎあるまちづくり」のため、社会的弱者への支援の充実、子

育て環境の充実、市民の健康維持・向上、健康寿命の延伸に向けた取組の推進、各種相談支援体制の充実などに取り組

みます。

また、持続可能な循環型社会の構築に向け、環境問題に対する意識啓発に努めるとともに、廃棄物の分別収集を徹底し、

ごみ排出量の削減に努めます。

少子高齢化、人口減少の状況を中長期的な視点で捉え、各種福祉サービスや市有高齢者施設・子育て支援施設等の

在り方について検討を進めます。

 詐欺被害や消費トラブル等を未然に防ぐため、広報紙
等の配布や出前講座を開催、イベントなどで周知するな
ど、被害防止に努めます。また、警察など関係機関と連
携し注意喚起に努めます。

 複雑・多様化した支援ニーズに効率的に対応できる包
括的・重層的な支援体制検討のため、関係各課や関
係機関等との連携を継続するとともに、勉強会等を行い
ます。

 相談員等の知識習得・スキルアップのため、研修等への
参加を推奨し、相談者に寄り添った丁寧な対応に努めま
す。

 子どもの数の推移を見極めながら、市が運営している

保育園等こども子育て支援施設の廃止に向けた関係

事業者や地域との共有を進めるとともに、子育て支援

に係る関係事業者等との役割分担をして教育・保育

施設の適切な運営支援に努めます。

 「こども家庭センター」設置により、母子保健機能及び

児童福祉機能双方の連携強化を図り、サポートプラン

の作成など充実した一体的な支援に努めます。

 妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を行う

ため、赤ちゃん訪問の実施、子育て支援センターの利

用促進を図るほか、産後ケア事業の充実に努めます。

 ５歳児健康診査の実施により、子どもの特性を早期に

発見し、特性に合わせた適切な支援を行うとともに、生

活習慣やその他育児に関する指導を行い、幼児の健

康の保持及び増進を図ります。

 令和８年度から給付制度化する乳児等通園支援制

度（こども誰でも通園制度）の実施に向けた体制の

構築をさらに進めます。
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●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

4　環境対策の推進
達成

状況
5　保健活動の推進

達成

状況

基準値 目標値 実績値 達成率
環境に関する学習会等の参加人数 アウトカム 人 R７年度 55 57

実績値 達成率 指標 種類 単位 基準年指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値
38.3 50.0 0%

ごみ分別に関する勉強会等の参加人数 アウトカム 人 R７年度 21 22
0% 特定健康診査受診率 アウトカム ％ R７年度

18.1 18.5 0%アウトカム ％ R７年度
一人当たりのごみの排出量 アウトカム ㎏ R７年度 344.7 339.8

0% 50歳歯周疾患検診受診率
335 350 0%0% 生活習慣病等健康に関する講演会等への参加数 アウトカム 人 R７年度

 暮しやすく住みよい環境を維持するため、環境問題に関す
る学習会等を開催し、意識啓発を図ります。

 資源物の収集割合を増加させるため、家庭におけるごみ
の分別に係る勉強会等を開催します。

 廃棄物の適正な排出・分別方法について、広報紙や出
前講座等で周知に努め、ごみ排出量の抑制に取り組みま
す。

 各種健康診査や各種がん検診等の受診率の向上を
図り、疾病の早期発見、早期治療につなげます。

 歯と口腔の健康は、全身の健康を維持する上で重要
な役割を果たしていることから、妊娠期、乳幼児期、学
齢期、成人期、高齢期など各ライフステージに応じた歯
科検診の実施に努め、口腔の健康づくりの意識醸成に
努めます。

 生活習慣病の予防など、健康づくりの知識の普及を図
るため講演会等を庁内や関係機関と協働し、開催しま
す。

 各種予防接種について、医師会等関係機関と連携し、
適正な接種体制の確保と接種勧奨に努めます。また、
令和７年度から予防接種法のB類定期となった帯状
疱疹ワクチン接種及び令和８年度からA類定期となっ
たＲＳウイルス母子免疫ワクチン接種について、対象
者への個別勧奨と併せ、各種媒体を活用し、広く周知
啓発に努めます。
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【基本方針】

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

令和８年度　産業経済部長マニフェスト
産業経済部長 大﨑　健司

1　農林水産業の担い手確保と基盤強化
達成

状況
2　魅力発信と交流人口の拡大

達成

状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 目標値 実績値種類 単位 基準年 基準値 達成率
27 0%アウトカム 万人 R７年度 240% 道の駅いわて北三陸施設利用者数アウトカム 人 R7年度 10 10

達成率 指標

107 0%アウトカム 万人 R７年度 95
農業新規就業者

林業新規就業者数 アウトカム 人 R7年度 4 4
0% 主要観光施設（５施設）入込数多面的機能支払交付金活用件数 アウトカム 地区 R7年度 10 10

0%
5,000 0%

森林整備支援件数 アウトカム 件 R7年度 3 4
0% 体験型観光受入延べ人数 アウトカム 人 R７年度 4,986

水産資源活用等支援事業補助金活用組 効率性指標 件 R7年度 7 8 0%

 農業新規就業者については、県や農協等の関係

団体と連携し、就農相談会や作業体験、支援制

度の周知等を行い、就業者の育成・確保を目指し

ます。また、多面的機能支払交付金の活用につい

ては、関係機関と連携し、制度利用の研修会等

を開催しながら活用件数の維持を目指します。

 林業新規就業者については、木の仕事協議会等

と連携したPRや業務体験会等の担い手育成活

動の支援により、就業者の育成・確保を目指しま

す。林業整備支援については、補助制度の周知を

図るとともに、県と連携し計画的な計画的な施業

と補助を支援し、健全な森林管理を目指します。

 ウニの深浅移植や養殖施設等の整備を行うための

補助金活用について、市漁協の各種会議での説

明や生産部の状況の聞き取りを行い、市内各生

産部での継続した取り組みを目指します。

農林水産業は、生産者等の高齢化と担い手不足が深刻化していることから、産業の維持・存続を図るため、担

い手の確保と育成に向けて、関係機関と連携して新規就業者の誘導に努めます。

久慈市の魅力発信と交流人口の拡大については、三陸沿岸道路の活用により久慈市への誘客を図るため、道

の駅いわて北三陸の情報発信を積極的に行うとともに、来場者をやませ土風館をはじめとする市内観光施設への

周遊を促すための連携やイベントの実施を支援します。

商工業の振興と中心市街地の活性化に向けては、国際情勢の変化に注視しながら、価格高騰による停滞の影

響を最小限に抑えるよう、各種支援制度の周知により活用を促すとともに、中心市街地の活性化に向けて空き店

舗の活用や賑わい創出に向けた各種イベントの開催に対する支援、久慈市プレミアム付商品券発行事業及びふ

るさと納税返礼品の魅力向上に取り組みます。

 道の駅いわて北三陸のイベント情報の発信、関

係町村等と連携したイベントの実施により、集客

拡大を図ります。また、秋まつりをはじめとした市内

の各種イベントや観光施設等の情報を積極的に

発信し、主要観光施設（道の駅くじ、

YOMUNOSU、もぐらんぴあ、べっぴんの湯、小袖

海女センター）への入込数拡大を図ります。

 体験型観光について、関係団体とともに積極的

な営業を行うとともに、体験内容の充実とブラッ

シュアップ、アフターフォローに努め、受入数の拡大

を図ります。
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●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

3　商工業の振興と中心市街地の活性化
達成

状況
4　ふるさと納税の推進

達成

状況

基準値 目標値 実績値 達成率
空き店舗活用出店数 アウトカム 件 R７年度 2 3

実績値 達成率 指標 種類 単位 基準年指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値
2.3 4.0 0%

周遊促進イベント支援件数 アウトカム 件 R７年度 14 14
0% ふるさと納税寄附額 アウトカム 億円 R7年度

3,288 4,000 0%アウトカム 件 R7年度
観光交流センター「風の館」利用者数 アウトカム 万人 R７年度 21 26

0% ふるさと納税リピート件数
0%

 商工会議所等と連携し、出店者の掘り起こしと

空き店舗出店費補助金の活用周知に努め、

市街地への出店支援に努めます。

 各種団体が企画するイベントを、補助金や体制

面で支援するとともに、道の駅いわて北三陸との

連携を図り、中心市街地の賑わいの創出と観

光客の誘客に努めます。

 当市ならではの魅力を活かした返礼品の充実を

図り、地場産業の振興に資する取り組みを推進し

ます。

 ふるさと納税を契機として当市の魅力を全国に発

信し、関係人口の拡大につなげるよう、制度を活

用したPRの強化を図ってまいります。
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【基本方針】

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

令和８年度　企業立地港湾部長マニフェスト
企業立地港湾部長 谷崎　勉

1　若者定着を促進するための魅力ある産業のまちづくりの推進
達成

状況
2　雇用の場の確保に向けた企業誘致等の推進

達成

状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 目標値 実績値 達成率種類 単位 基準年 基準値
アウトプット 回 R７年度 3 3

達成率 指標

0% 補助金申請等の支援
1 0%

大卒人材等確保に向けた情報共有会 アウトカム 事業所 R７年度 27 24
0% 企業立地奨励補助金の活用（新規） アウトカム 件 R７年度 0

10 0%アウトプット 件 R７年度 12
大卒人材等確保に向けた情報共有会

3 0%0% 創業件数 アウトカム 件 R７年度 6管内新規高卒者の管内就職率（１月末） アウトカム ％ R７年度 38.1 50.0

いつまでも住み続けたいと思うまちづくりを進めるため、市政が持続的な発展を続けるよう、市内経済の活性化に取り組みま

す。

①企業誘致及び既立地企業の増設の促進等による雇用創出を図るとともに、学校、企業及び行政が一体となってキャリ

ア教育の充実を図ることで、若い世代が「地元で働き続けたい」と思えるような雇用環境づくりを進めます。

②脱炭素社会の構築を目指し、久慈地域エネルギー㈱と連携し、地域に裨益するエネルギーの地産地消に取り組むとと

もに、市内公共施設及び民間事業所等への再エネ導入の促進に努めます。また、久慈市沖洋上風力発電事業の事

業化に向けては、次のステージへの移行を目指して先行利用者等の理解醸成に取り組みます。

③市民の生命と財産を守る久慈港湾口防波堤について、着実な整備が図られるよう要望活動を行うとともに、久慈港の

利活用環境の改善に取り組みます。

 市内企業が学生の就職動向などを把握できるよう情報共
有会を開催するとともに、魅力ある企業づくりを支援しなが
ら、地元就職及び採用後の定着の促進に取り組みます。
▶大卒人材等確保に向けた情報共有会

(５・７・３月)

 学校・企業・行政が一体となって「地域ぐるみ」によるキャリ
ア教育事業を推進します。
▶教育担当者・事業所担当者研修会（７月）
▶合同職業講演会「キャリアオーケストラ」（10月）
▶合同職業体験「社会体験Week」（11月）

 企業の誘致、既立地企業や創業希望者へのフォローアッ
プによる経営課題に対する支援を通じて、雇用の創出に
取り組みます。特にも、岩手県及び岩手県土地開発公
社と連携を図り、久慈地区拠点工業団地への企業集
積が進むよう取り組みます。また、RE100宣言企業及び
再生可能エネルギー関連事業者等が市内への事業進
出意欲が高まるよう、企業訪問及び情報交換に努めま
す。
▶既立地企業及び創業希望者へのフォローアップ訪
問（随時）

▶企業ネットワークいわてへの参加（７月）
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●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

3　再生可能エネルギーの導入促進
達成

状況
4　久慈港の整備促進

達成

状況

基準値 目標値 実績値 達成率
脱炭素先行地域事業の事業啓発 アウトプット 回 R７年度 11 11

実績値 達成率 指標 種類 単位 基準年指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値
3 3 0%

久慈地域エネルギーとの契約件数（山形地区の低圧、１月末） アウトカム 件 R７年度 99 198
0% 国に対する要望活動 アウトプット 回 R７年度

6 5 0%アウトプット 校 R７年度
洋上風力発電事業の啓発・説明 アウトプット 回 R７年度 1 3

0% 湾口防波堤見学会
301,183 301,183 0%0% 久慈港取扱貨物 アウトカム トン R７年

 脱炭素社会の構築及び再エネ導入促進による地域経済
への波及効果に資するため、市が出資する久慈地域エネル
ギー㈱と連携し、エネルギーの地産地消を推進します。脱
炭素先行地域関連事業（山形町）については、地域の
再エネ化が促進されるよう住民への普及啓発に努めながら、
計画の着実な進捗を図ります。
▶脱炭素先行地域関連事業の周知
（自治会長等への説明：随時）
（地域住民への説明：随時）
（広報等を活用した事業PR：２回）

 久慈市沖洋上風力発電事業の事業化を目指し、国・県、
発電事業者及びステークホルダー等との情報交換及び意
見交換に努めます。特にも、関係漁業団体等の理解醸成
に注力します。（随時）

 国の直轄事業により整備が進められている久慈港湾口
防波堤（全体延長3,800m、令和15年度完成予
定）の整備が着実に進むよう、関係省庁への要望活動
を行います。また、湾口防波堤整備事業の重要性の市
民理解を深めるため、小中学生を対象とする見学会を開
催します。
▶国に対する要望（８・11月）
▶見学会（随時）

 久慈港の取扱貨物量の増加に向けて、荷主や荷役業
者の意見等を踏まえながら、港湾管理者である岩手県に
対し利活用環境の改善要望を行います。
▶県に対する要望（８月）

 荷主及び荷役事業者が行う取扱量増大に向けた環境
整備を支援しながら、久慈港の取扱貨物の増大を目指
します。
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【基本方針】

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

令和８年度　建設部長マニフェスト
建設部長 山野目　直樹

1　安全で快適な市民生活を確保する社会インフラの維持管理
達成

状況
2　市民が安心して暮らせる防災対策の推進

達成

状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 目標値 実績値種類 単位 基準年 基準値達成率 指標 達成率
617 0%アウトプット ｍ R7年度 598

②橋梁の補修工事箇所数【累計】 アウトプット 橋 R7年度 17 20
0% ①道路の無電柱化延長【累計】アウトプット 橋 ー ー 62

3 0%アウトプット 箇所 R7年度 0
①橋梁の点検数

40

③遊具等の保守点検数 アウトプット 基 R7年度 88 80
0% ②河川改修事業に伴う橋梁完成箇所数

④耐震改修補助件数（耐震改修促進計画）【累計】

313 0%0% ③耐震診断実施件数（耐震改修促進計画）【累計】 アウトプット 戸 R7年度 308
41 0%アウトプット 戸 R7年度
2 0%⑤危険住宅除却移転件数【累計】 アウトプット 戸 R7年度 1

■持続可能な社会インフラを目指し、適切かつ計画的な維持管
理を実施します。

①市が管理する橋梁（311橋）の状況を計画的に把握するた
め、62橋の橋梁点検を計画的に進めます（R６から５カ年
計画）。

②老朽化した橋梁（３橋）について、計画的な補修工事を実
施します。

③公園、緑地について定期巡視及び遊具等定期保守点検業
務により、補修箇所の早期発見、補修を行い事故の未然防
止に努めます。

「市民が安全・安心してくらせるまちづくり」「災害に強いまちづくり」のため、道路、河川、公園、市営住宅などの社会インフラに

ついて計画的な整備や維持管理を行い、その機能の維持に努めます。

特に、近年激甚化する豪雨等の災害へ対応するための防災対策や、河川流域全体の関係団体が協働して実施する治水

対策「久慈圏域流域治水プロジェクト」に基づき、県と連携を図りながら事前防災対策に取り組みます。

また、市民の利便性や安全性など生活環境の向上のため、効率的かつ効果的な社会インフラの整備を行うとともに、地域振

興や人口減少対策に繋がる広域幹線道路等の整備促進に向けて取組みます。

■自然災害への防災対策及び木造住宅の耐震化の促進に
取り組みます。

①災害の防止、円滑な交通の確保、良好な景観の形成を図
るため、市道久慈東口線の無電柱化に取り組みます。

②小屋畑川の河川改修事業（県事業）に伴い市が管理
する橋梁等の施設整備について、早期完成が図られるよう県
と連携して取り組みます。

③昭和56年５月31日以前に建築された耐震性に劣る一戸
建ての木造住宅について、耐震診断（５戸）を実施します。

④耐震診断において補強工事が必要と判断された木造住宅
について、耐震改修費用補助（１戸）を実施します。

⑤新たな土砂災害警戒区域について、県と協力し指定に取り
組みます。また、土砂災害特別警戒区域に在る住宅につい
て、移転補助（１戸）を実施します。
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●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

３　安全・安心で住みよいまちづくりの推進
達成

状況
４　地域振興や人口減少対策に繋がる社会インフラの充実

達成

状況

基準値 目標値 実績値 達成率
①通学路の安全点検の実施地区数 アウトプット 地区 R7年度 2 3

実績値 達成率 指標 種類 単位 基準年指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値
－ 1 0%

②歩道、歩行空間の整備延長【５路線累計】 アウトプット ｍ R7年度 3,299 3,469
0% ①国や県などに対する要望活動（国道281号） アウトプット 回 －

－ 1 0%アウトプット 回 －
アウトプット ｍ R7年度 4,685 4,400

0% ②県などに対する要望活動（重点事項要望）

0%
ー 2 0%

④除雪車両へのGPSの設置台数 アウトプット 台 R7年度 0 17
0% ③意見交換の場への参画（三陸沿岸道路等利活用懇談会） アウトプット 回 ー③区画線の設置延長

■元気と安らぎあふれる街並みの環境整備を推進し、通学児
童などの歩行者通行の安全性を確保するとともに、交通の円
滑化を図るため、歩行環境等の整備に取り組みます。

①通学路の安全確保のため、関係機関と連携し、通学路の安
全点検を行い、危険個所の把握に努めます。

②安全な歩行空間の確保のため、歩道や歩行空間の整備(３
路線）を進めます。

③事故防止のため、区画線などの交通安全施設の整備を進め
る。

④冬期間の市民生活や地域経済の基盤となる市道等の安全
な交通確保を図るとともに、円滑な除雪に向けて除雪車両に
GPS位置情報管理システムを導入します。

■地域振興や人口減少対策に繋がる広域幹線道路等の早期
整備の実現に向けて取り組むとともに、安全安心に資する
「久慈圏域流域治水プロジェクト」に基づき、事前防災対策に
取り組みます。

①国道281号（案内～戸呂町口間）の改良事業の促進や
「岩手県新広域道路交通計画」における「（仮称) 久慈内陸
道路」に関して、早期の高規格道路としての位置付けを得られ
るよう要望活動を行います。

②久慈川等の主要河川の堤防未整備区間の築堤や嵩上げ、
定期的な河道掘削や流木対策などの治水力向上に 関する
要望活動を行います。

③三陸沿岸道路について、道路整備・利活用の観点から情報
収集を行い、さらなる地域の活性化と安全性・防災性向上の
方策について探求します。
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【基本方針】

.

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果
●取組内容 ●取組結果

令和8年度　山形総合支所長マニフェスト
山形総合支所長 下斗米　洋之

1　地域づくり活動の推進
達成

状況
2　山形総合支所移転に伴う環境整備の推進

達成

状況

達成率 指標指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 目標値 実績値 達成率種類 単位 基準年 基準値

- 100
委員会実施回数 アウトプット 回 R７年度 5 5

0% 公共施設間の移動支援体制の確立
100 0%

プロジェクトの取組数 アウトカム 回 R７年度 6 5
0% 支所移転推進事業の進捗 アウトプット ％ - 100

100 0%アウトプット ％
3 0%

運営団体の組織化 アウトカム 団体 - - 1
0% 支所移転の進捗状況の周知 アウトプット 回 - 3事業参加者数/回 有効性指標 人/回 R７年度 13 20
0%

 「やまがたビジョン」の推進

山形町の未来づくり計画「やまがたビジョン」に基づいた

目指すべき将来像の実現に向けた取り組みへの支援、

令和７年度に検討した内容を具体的な行動へ移行な

ど、住民主体の実践活動の支援に努めます。

・「久慈渓流の景観活用」は継続して実施

・「若者が楽しめるイベント」「廃校活用」などの実践的

取組を具体化

・委員会運営や事業調整、情報発信などの役割を段

階的に移行

 やまがたビジョン推進委員会の開催

「やまがたビジョン推進委員会」を開催し、事業化の検

討と実践活動の進行管理・成果検証を行います。（年

５回開催）

地域づくり活動の推進について、山形町の維持・発展に向け、住民主体の地域づくり活動を支援し、担い手育成と活

動の見える化を進めます。

総合支所移転に伴う環境整備の推進については、移転先の改修工事を行うとともに、移転後も利便性が確保されるよ

うアクセス対策の検討を進め、地域住民への丁寧な情報提供に努めます。

地域資源を活かした産業・観光・文化の振興については、短角牛の価値発信による増頭・販売拡大に取り組むとともに、

市指定無形民俗文化財「牛の角突き」の継承と観光活用を図ります。 郷土料理「まめぶ」の価値発信と、国の無形民

俗文化財登録に向けた取組を進めます。

観光資源の活用と環境整備、郷土文化の発信については、平庭高原を活用した誘客と、白樺林の維持・再生に取り

組みます。

 支所移転推進事業の推進

令和８年度に移転先施設の改修工事を実施し、令

和９年４月から「おらほーるで」の業務開始を目指しま

す。

 支所移転後の利便性の確保

支所移転後の利便性確保に向け、支所利用者の交

通対策について具体的な検討を進めます。

 支所移転に係る情報共有

支所移転の進捗状況について、定期的に地域住民へ

情報提供を行います。
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●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

達成

状況

種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率 指標

3　地域資源を活かした産業・観光・文化の振興
達成

状況
4　平庭高原の環境整備と日本一の白樺美林の再生

達成率
都市交流事業参加者 アウトカム 円 R７年度 62 65 0% くじ☆ラボの開催

種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値
0%アウトプット 回 R７年度 4 5

指標

闘牛大会の開催 アウトプット 回 R７年度 4 4 0% ボランティア活動参加者数

闘牛大会来場者数 アウトカム 人 R７年度 3,600 5,000 0% 白樺林整備作業の実施

アウトカム 人 R７年度 200 200 0%

0%アウトカム 人 R７年度 439 460
0%アウトプット ㎡ R７年度 28,000 35,000

平庭高原施設の入込数 アウトカム 人 R７年度 45,070 45,000 0%
郷土食フェスタ、未来継承講座参加者

 短角牛の振興

短角牛の生産振興を図るとともに、安心・安全・ヘル

シーな赤身肉としての価値を広く情報発信し、販路拡

大と消費拡大に努めます。

・生産者と消費者の顔の見える関係づくりなど、交流

の機会創出に取り組みます。

 闘牛文化の継承と発展

闘牛大会の観光活用により、集客と認知度向上を

図るとともに、市指定無形民俗文化財「牛の角突き」

の保存・継承に努めます。また、「全国闘牛サミットin

久慈大会」を開催することで闘牛文化の魅力発信と

交流促進を進めます。

・全国闘牛サミットin久慈大会の開催

・闘牛大会を年４回開催

 平庭高原の誘客拡大

平庭高原を観光拠点として情報発信を強化し、入

込数の拡大に取り組みます。

 郷土料理「まめぶ」の継承

郷土食の保存・継承活動を支援し、国の無形民俗

文化財登録に向けた取組を進めます。

 平庭高原の環境整備

計画的な森林施業により景観保全と安全確保を図

り、観光資源としての価値向上につなげます。

・国道沿いの危険木除去及び景観整備の取組

 日本一の白樺美林の再生

令和７年度に策定された白樺林管理計画に基づき、

伐採を伴う更新作業を本格的に実施し、白樺美林の

再生と世代交代を計画的に進めます。関係団体やボ

ランティア等と連携し、継続的な環境整備活動を推進

します。

・白樺林環境整備活動の実施（くじ☆ラボ）

・セイコーウオッチなどの民間企業との連携を図り、日

本一の白樺美林の環境保全への取組
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【基本方針】

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

令和８年度　会計管理者マニフェスト
会計管理者 田面　巧

1　会計事務の適正な執行
達成

状況
2　公金の適正管理と確実な運用

達成

状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 目標値 実績値 達成率単位 基準年 基準値
会計事務の留意事項を掲示板に掲載 アウトプット 回 R７年度 18 18

達成率 指標 種類
10 0%

例月現金出納検査での指摘無し アウトカム 回 R７年度 0 0
0% 指定金融機関等の検査実施 アウトプット 機関 R７年度 10

3 0%0% 収納事務受託者の検査実施 アウトプット 者 R７年度 3

 決算の調整について、６月から庁内全課への照会と取り

纏めを行い、出納閉鎖後の３ヶ月以内（８月末まで）

に作業を終わらせる。

 会計事務に関する留意事項等を職員に周知し、会計

書類の迅速かつ的確な審査と、遅滞の無い正確な支払

いを行う。また、不備のある書類は、担当者に直接指導

を行うことで、手続きの徹底を図り、事務の効率化を図り

ます。

▶年末払い、年度末払いの区切り時期や、出納整理

期間における、注意事項等について庁内掲示板

（ガルーン）での周知を行う。

 監査委員による「例月現金出納検査」において、指摘事

項、ゼロ件を目指します。

会計課では、現金・有価証券・物品の出納や保管や、日々の支出負担行為・支出命令票に関する審査確

認及び決算の調整などを主な業務としており、当市の、健全な行財政運営に資するため、会計事務の適正な

執行に努めるとともに、公金の適正管理及び安全・確実な運用を行います。

 支払い準備金に不足が生じないよう、毎月25日まで

の各課の報告を取り纏め、常に収入支出見込み額を

把握し、必要に応じて関係課と連携しながら、基金の

繰替運用や、一時借入などの対応を行います。また、

厳しい財政状況ではありますが、確実な資金運用を図

ります。

▶市内10行の、指定金融機関及び収納代理金融

機関の検査実施 します。

（11月に各行１回）

▶収納事務受託者（コンビニエンスストア等）の検査

を実施します。（11月に３団体以上）
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【基本方針】

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

令和8年度　上下水道部長マニフェスト
上下水道部長 笹原　賢二

1  公営企業の健全な運営
達成

状況
2　浸水対策の推進

達成

状況

達成率 指標指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 目標値 実績値 達成率種類 単位 基準年 基準値

ｍ R7年度 0

水道事業の経営に係る情報交換会の開催 アウトプット 回 R7年度 2 2

98.64
0% 湊町地区雨水排水路整備延長【累計】

0 0%
給水料金現年収納率 アウトカム ％ R8年２月末 98.43 98.44

0% 雨水排水ポンプ場の大きなトラブル アウトカム 回 R7年度 0
61 0%アウトプット

公営企業事業のPRイベント アウトプット 回 R7年度 2 3
0%下水道使用料現年収納率 アウトカム ％ R8年２月末 98.63
0%

 水道事業関係者で広域連携等の推進を行うための

情報交換会を2回以上開催します。

 給水料金及び下水道使用料について、催告書の発

送などを行い収納率向上に取り組みます。

 市民に水道及び下水道事業の理解を深めてもらう

ため、PRイベントを年３回以上行います。

 水道事業において健全経営を行うためR９から10

年間の経営戦略を策定します。

上下水道部では、「いつまでも住み続けたいと思うまちづくり」に向けて、市民の生命・財産を守り、安心安全な生活環

境を確保するため、水道水の安定供給の確保、適切な汚水処理、大雨等による浸水対策に取り組みます。

上下水道事業は、人口減少による収入の減少や災害に強いまちづくりを目指すための施設更新費用等が課題である

ことから、中長期的な収支計画を策定し持続可能な経営に努めます。

 雨水排水ポンプ場の運転管理を適正に行います。

 近年、頻発・激甚化する大雨の内水（浸水）対策とし

て、湊町地区の雨水排水路の整備を進めます。
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●重要業績評価指標（KPI） ●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果 ●取組内容 ●取組結果

3　安定した給水体制の確保
達成

状況
4　快適な汚水環境の整備と活用

達成

状況

基準値 目標値 実績値 達成率
水質事故 アウトカム 回 R７年度 0 0

実績値 達成率 指標 種類 単位 基準年指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値
0 0

0% 浄化槽設置整備事業補助金交付件数
0%

水道管漏水調査【延長】 アウトプット km R７年度 66 67
0% 汚水事故 アウトカム 回 R７年度

21 22 0%アウトカム 件 R７年度

耐震診断調査【箇所数】 アウトプット 箇所 R７年度 0 2
0% 水洗化補助金交付件数半崎・麦生地区管路更新延長【累計】 アウトプット m R７年度 3,128 4,228

※累計となっている指標の達成率は、（実績値ー基準値）／（目標値ー基準値）とする

0%
37 38 0%アウトカム 件 R７年度

 水質事故を起こさないため、定期的に水質検査を行いま

す。

 漏水調査を行い水道管での事故を防ぎます。

 災害に強い水道網を構築するため、耐震性が低い老朽

化した半崎・麦生地区の配水管について管路更新工事

を実施します。

 災害に強い水道施設を構築するために耐震化を進める

ため耐震診断を行います。

 汚水事故を起こさないために定期的に水質検査及び維

持管理を行います。

 浄化槽設置整備事業補助金及び水洗化補助金を活

用することにより下水道接続率向上等のため、対象者に

様々な媒体を活用して周知を図ります。
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【基本方針】
●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

【重点目標】

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

●重要業績評価指標（KPI）

●取組内容 ●取組結果

令和8年度　教育部長マニフェスト
教育部長 中居　弘美

2　生涯学習の充実
達成

状況

実績値 達成率
出前講座等利用者数 アウトカム 人 R７年度 2,043 2,050 0 0%

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値

0 0%
育成・参加型事業の参加者数 アウトカム 人 R７年度 2,120 2,200 0 0%
市民1人当たりの図書貸出数 アウトカム 冊/人 R７年度 3.5 4.0

0 0%

1　学校教育の充実
達成

状況

指標 種類 単位 基準年 基準値

文化財関連事業の参加者数 アウトカム 人 R７年度 631 1,000

目標値 実績値 達成率
保護者との意見交換会（宇部中学区） アウトプット 回 R７年度 1 1 0 0%
保護者・地域住民との懇談会（次期基本方針） アウトプット 回 R７年度 1 6 0 0%

自分の住む地域が好きな児童生徒の割合（中） アウトカム ％ R７年度 89 90

0 0%
自分の住む地域が好きな児童生徒の割合（小） アウトカム ％ R７年度 67 75 0 0%
小・中学校トイレ洋式化率 アウトプット ％ R７年度 50.3 54.7

0 0%

3　生涯スポーツの振興
達成

状況

指標 種類 単位 基準年 基準値 目標値 実績値 達成率
あまちゃんマラソン大会参加者数（申込者数） アウトカム 人 R７年度 1,471 1,500 0 0%
おとどけスポーツ教室等の参加者数 アウトカム 人 R７年度 1,114 1,250 0 0%

0 0%三船十段杯争奪柔道大会の参加者数 アウトカム 人 R７年度 749 750

久慈市教育振興基本計画に掲げる教育理念「子どもたちに誇れる 笑顔日本一のまち 久慈～総合力豊かな人材を育て

るまちづくり～」の実現に向け、第1期計画で定めた５つの基本方針である「未来をたくましく切り拓く自立した人づくり」「こころざ

しをもって学ぶ意欲を備えた人づくり」「グローバル化・情報化する社会で活躍できる人づくり」「生涯を通じて主体的に学習やス

ポーツに親しむ人づくり」「郷土を愛し地域を支え創造する人づくり」に基づき、学校教育の充実、生涯学習、芸術・文化の充実

及び生涯スポーツの振興に取り組みます。

■「小中学校の適正配置に関する基本方針」に基づき、統合に

至っていない宇部中学区の保護者と継続した意見交換を実

施します。

▶宇部小・中学校保護者との意見交換会 １回

■次期「小中学校の適正配置に関する基本方針」の策定に

向けた保護者・地域住民との懇談会を実施します。

▶山形地区１回、久慈地区５回（大川目、夏井、侍浜、

宇部、三崎）

■ICTを活用した学習活動の充実に向け、児童生徒端末の

更新を実施します。

▶児童生徒端末の入れ替え（１月～）

■児童生徒が快適で安心・安全な学校生活を送れるよう、

学校施設の整備に努めます。

① 長内中学校トイレ改修工事（繰越事業）

設計業務 ～R8.6.30 改修工事 R8.7～R9.3

② 久慈湊小学校移転改築事業

引き続き、建築工事および造成工事を施工し、今年度内

の完成を目指します。

■児童生徒が自己の在り方生き方を考え、主体的に進路を

選択し、社会的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度

を計画的・組織的に育みます。

▶指導主事の学校訪問（年１回）

▶研究所通信（年10回）

▶webQUによる児童生徒理解（6月、11月）

▶こころノート（心の音）（通年）

▶久慈市キャリア教育コア・カリキュラムの推進支援

（年２回）

 子どもから高齢者までの多種多様な学習意欲を支援するため、
学習機会の提供に努めます。
▶「琥珀のまち生涯学習ボランティアバンク」「まちづくり直
送便」による講師派遣、出前講座の実施【80回】

▶チラシやHP、各種SNSなどでの周知の充実

 利用しやすい図書館を目指すため、様々なニーズを持つ利用
者に配慮するとともに、青少年の読書活動の推進に取り組み
ます。

 市民の主体的な芸術文化活動を促進するため、市民参加
型事業及び育成事業に取り組みます。
▶合唱WS ７回（10月～１月）
▶吹奏楽CL ６回（５月～２月）
▶おらほーる演劇WS  約40回（８月～11月）
▶楽器体験会・バックヤードツアーなど

 文化財の見学会や、文化財等を活用した展示会を開催し、
郷土の歴史・文化を広く周知するとともに文化財保護意識の
醸成を図ります。また、地域の伝統芸能の継承を担う郷土芸
能保存団体に発表の場を提供するとともに、市民が郷土芸
能を鑑賞できる機会を設け、保護意識の醸成を図ります。
▶文化財の見学会（11月）
▶文化財の展示会（２月）
▶久慈市郷土芸能祭の開催（１月）

 「久慈あまちゃんマラソン大会」を９月27日に開催し、当市
の魅力を発信します。
▶積極的な情報発信【SNS投稿20回】

 生涯スポーツの充実のため、市民誰もが主体的・継続的に
スポーツに親しみ、健康増進と体力づくりのできる環境整備
や、生涯スポーツ推進事業の開催に努めます。
▶スポーツ教室（ニュースポーツ、パラスポーツ、ウォーキング
など)の実施【50回開催】

 「柔道のまちづくり」推進のため、各種事業に取り組みます。
▶三船十段杯争奪柔道大会の開催
▶SNSによる情報発信
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 【指標の例】

指標の種類

インプット

アウトプット

アウトカム

効率性指標

有効性指標 人／回、回／人

生涯スポーツの充実

指標例

人件費も含め、事業実施に要した費用

スポーツイベントの開催数、選手育成事業の開催数など

イベント参加者数、事業利用者数

円／回、回／円

用語の解説

・重要業績評価指標（KPI）…

事業やプロジェクトなどの目標達成に向けて、その達成度を追跡するために設定する指標

最終的な目標実現までに設置された、中間目標数値

【指標の種類】

・インプット（投入指標）…

事業実施に要した、費用、人、時間などの投入資源の量を表す指標

・アウトプット（活動指標）…

行政が資源を投入し、実施した事業の量を表す評価指標

・アウトカム（成果指標）…

目的に照らして、どのような成果が得られたかを表す評価指標

・効率性指標（インプット・アウトプット比）…

インプットとアウトプットの比で表される指標


